
みたかの教育
三鷹市教育委員会@0422-45-1151

中
学
生
意
見
発
表
会
開
催
さ
れ
る

中
学
生
が
体
験
し
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
、

中
学
生
か
ら
見
た
大
人
の
姿
、
地
域
社
会
の
こ

と
な
ど
を
自
由
に
発
表
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

保
護
者
、
地
域
お
よ
び
警
察
な
ど
の
関
係
者
が

中
学
生
に
対
す
る
理
解
や
認
識
を
深
め
る
機
会

と
し
て
、
毎
年
中
学
生
意
見
発
表
会
が
、
三
鷹

市
、
三
鷹
警
察
署
、
三
鷹
市
教
育
委
員
会
の
主

催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
27
日
に
三
鷹
市
市
民
協
働

セ
ン
タ
ー
で
、
三
鷹
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
関

係
者
が
出
席
す

る
中
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

意
見
発
表
者

と
テ
ー
マ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

意
見
発
表
後
に
は
、
寺
木
教
育
委
員
会
委
員

長
か
ら
発
表
者
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
心
温
ま

る
講
評
を
い
た
だ
き
、
閉
会
し
ま
し
た
。
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学校 意見発表者 テーマ

一中 安西　智香さん 「私たちの町と環境」

二中 本間　祐作さん 「差別について考える」

三中 大薮　恭子さん 「ハンセン病に関する問題」

四中 村上　茜さん 「一人一人の人権を大切にして」

五中 三ツ森　理紗さん 「見落としてきたこと」

六中 君塚　さゆりさん 「個人情報について」

七中 飯島　里奈さん 「できること、できないこと」

第10回

平成19年10月１日、寺木幸子氏と鈴木典比古氏が三鷹市教育委員会委員
に就任しました。寺木委員は２期目、鈴木委員は初めての委員就任となり
ます。任期は４年間です。
また、平成19年10月３日、教育委員会定例会において、委員長に寺木委
員を選任しました。委員長の任期は、平成19年10月３日から１年間です。

寺
て ら

木
き

幸
さ ち

子
こ

氏、鈴
す ず

木
き

典
の り

比古
ひ こ

氏が
教育委員会委員に就任、
新委員長に寺木氏を選任

e総務課@内線3213

昭和52年３月女子美術短期大学服飾専修デザインコース卒業。昭和
55年４月染織工房ひつじ設立。平成15年４月より同９月まで三鷹市立
第三中学校PTA会長、平成15年５月より同９月まで三鷹市公立学校
PTA連合会会計。平成15年10月より三鷹市教育委員会委員。平成16
年10月より三鷹市教育委員会委員長職務代理者。現在、三鷹市青少年
問題協議会委員も務める。

昭和43年３月一橋大学経済学部卒業。昭和47年
３月同大学大学院経済学研究科修士課程修了。昭
和53年３月インディアナ大学経営大学院博士課程
修了。国際基督教大学教養学部教授、同大学国際
関係学科長、同大学学務副学長を歴任し、平成16
年４月同大学学長。平成12年４月より平成18年８
月まで三鷹市特別職報酬等審議会委員。

平
成
19
年
11
月
２
日
に
教
育
委
員
会
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
芸
術
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
の
教
育
の
振
興
に
大
き
な

功
績
が
あ
っ
た
次
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
団
体
】

三
鷹
現
代
日
本
舞
踊
連
盟
﹇
代
表：

林
玉
江
﹈、
藤
間
寿
井
扇
社
中
（
日
本

舞
踊
）﹇
代
表：

藤
間
寿
井
扇
﹈、
花
柳

和
寿
美
社
中
（
日
本
舞
踊
）﹇
代
表：

花
柳
和
寿
美
﹈

【
個
人
】

山
田
伯
峯
（
三
鷹
市
吟
詠
連
盟
理
事

長
）、
諸
永
澄
子
（
三
鷹
市
華
道
連
盟

理
事
）、
杉
本
安
子
（
三
鷹
市
美
術
連

盟
会
計
）、
宗
像
雅
輔
（
三
鷹
市
野
球

連
盟
理
事
）、
高
橋
正
輝
（
三
鷹
市
柔

道
連
盟
副
理
事
長
）、
田
代
充
（
三
鷹

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
審
判
部
顧
問
）

﹇
敬
称
略
﹈
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教
育
委
員
会
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（○は会議の審議案件、●は会議以外の活動）

e総務課@内線3213

４月 ○公民館運営審議会委員の委嘱
○平成19年度基本方針と事業計画の承認　
●東京都教育施策連絡会出席

５月 ○社会教育委員の委嘱
○スポーツ振興審議会委員・図書館協議会委員の任命
●全国・関東地区都市教育長協議会総会出席
●関東甲信静・東京都市町村教育委員会連合会総会出席
●学校訪問（第六中）

６月 ○三鷹市教育支援プラン
○社会教育委員・公民館運営審議会委員の委嘱
○図書館協議会委員の任命
●児童館・学童保育所訪問（西児童館・二小学童保育所）

７月 ○学校運営協議会を設置する学校の指定
●東京都市教育長会研修会出席

８月 ○三鷹市公立学校の管理運営に関する規則の一部改正
●東京都市町村教育委員会連合会常任理事会出席

９月 ○学校運営協議会を設置する学校の指定
10月 ○委員長選挙

○委員長職務代理者の指定
○図書館の管理運営に関する規則の一部改正
●東京都市町村教育委員会連合会第４ブロック研修会
●学校・学童保育所訪問（第七小・北野小・北野小学童保育所）
●中学生意見発表会

教育委員会は、毎月原則第一金曜日に定例会、そのほか必要に応じて
臨時会を開催しています。平成19年度上半期の会議では、当該年度の基
本方針と事業計画や三鷹市教育支援プラン（三鷹市特別支援教育推進計
画）などの議案を審議し、決定を行いました。
教育委員は、会議での活動のほかにも、学校訪問や都内教育委員会相
互の連絡会出席などの活動を行い、学校の状況や教育行政をめぐる諸課
題の把握に努めています。
会議の開催予定、審議案件や会議録は、市ホームページに掲載してい
ますので、ご活用ください。

平成19年度上半期の主な審議案件と活動

教育委員の主な活動

寺木委員長

略歴

鈴木委員

略歴

学
力
は
低
下
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
し
て
い

な
の
か
。
学
力
テ
ス
ト
の
点
数
を
十
年
前
と
比
べ

て
何
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
る
、
な
ど
と
さ
も
大

変
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
よ
う
に
論
評
さ
れ
る
。
こ

れ
は
集
団
の
平
均
点
の
こ
と
で
あ
る
。
一
体
、
平

均
点
と
い
う
の
は
誰
の
・
・

学
力
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

平
均
値
（
相
加
平
均
）
は
そ
の
集
団
の
特
徴
を

表
す
代
表
値
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
均
値

が
仮
に
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
集
団
が
同
じ
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
次
の
３
つ
の
得

点
分
布
図
は
ど
れ
も
平
均
が
同
じ
で
あ
る
。
①
の

よ
う
な
分
布
で
あ
れ
ば
、
そ
の
平
均
値
は
大
部
分

の
子
供
が
そ
の
値
に
近
い
得
点
で
あ
り
、
そ
の
集

団
の
代
表
値
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
望
ま
し

い
健
全
な
分
布
状
態
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
②

の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
二
山
に
な
っ
て
い
る
と
す

る
と
、
特
に
平
均
値
よ
り
低
い
方
の
山
に
な
っ
て

い
る
相
当
数
の
子
供
た
ち
は
達
成
す
べ
き
目
標
に

到
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は

大
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
③
の
よ
う
で
あ
る
と
、

集
団
内
で
の
散
ら
ば
り
（
標
準
偏
差
）
が
大
き
く
、

平
均
値
よ
り
か
な
り
低
い
と
こ
ろ
に
も
多
数
の
子

供
た
ち
が
お
り
、
同
様
に
平
均
値
よ
り
か
な
り
高

い
と
こ
ろ
に
も
相
当
数
の
子
供
た
ち
が
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
平
均
だ
け

を
見
て
い
る
の
で
は
、
そ
の
集
団
の
本
当
の
様
子

を
見
損
な
う
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

標
準
偏
差
と
組
み
合
わ
せ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

個
人
の
成
績
を
見
る
場
合
。
例
え
ば
、
国
語
と

算
数
の
テ
ス
ト
で
、
平
均
点
が
ど
ち
ら
も
七
十
点

で
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
標

準
偏
差
は
国
語
が
十
六
点
で
、
算
数
は
二
十
六
点

で
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
国
語
で
七
十

八
点
の
人
の
位
置
と
算
数
で
八
十
三
点
の
人
の
位

置
が
同
じ
に
な
る
。
と
も
に
、﹇
平
均
＋
標
準
偏
差

の
二
分
の
一
﹈
だ
か
ら
、
そ
れ
よ
り
上
位
の
人
の

人
数
が
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
均
よ
り
何
点

高
い
か
（
あ
る
い
は
低
い
か
）
と
い
う
だ
け
で
は
、

そ
の
得
点
の
本
当
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

集
団
の
特
徴
を
見
る
場
合
。
平
均
点
よ
り
も
大

切
な
の
は
、
そ
の
集
団
に
お
け
る
得
点
の
散
ら
ば

り
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
（
例
え
ば
、

七
十
点
か
ら
八
十
点
ま
で
）
に
何
人
い
る
か
。
平

均
か
ら
か
な
り
低
い
と
こ
ろ
に
何
人
い
る
か
、
と

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
肝
要
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
集
団
の
平
均
値

に
振
り
回
さ
れ
る
の
を
防
ぎ
、
そ
の
集
団
の
特
色

を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

学
力
調
査
は
、
子
供
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況

等
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、
教
育
施
策
や
指
導
の

改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う
本
来
の
目
的
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

平
均
点
に

振
り
回
さ
れ
な
い
で

伊
い

藤
と う

説朗
せ つ ろ う

日本教育大学院大学教授、東京学芸大学名誉
教授。専門は数学教育学で教育学博士。現在、
新算数教育研究会会長。にしみたか学園コミ
ュニティ・スクール委員会会長。代表的な著
書は「数学教育における構成的方法に関する
研究」（明治図書、1993年）
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